
令和6年3月21日 

一宮市病院事業職員の給与の支給等に関する規程の一部を改正する規程をここに公布す

る。 

一宮市病院事業管理者 

松 浦 昭 雄 

一宮市病院事業部管理規程第6号 

一宮市病院事業職員の給与の支給等に関する規程の一部を改正する規程 

一宮市病院事業職員の給与の支給等に関する規程(平成19年一宮市病院事業部管理規程

第21号)の一部を次のように改正する。 

現行 改正後 

付 則 付 則 

1～10 略 1～10 略 

 (60歳超職員の給料月額の特例) 

11 当分の間、職員の給料月額は、当該職員が

60歳に達した日後における最初の4月1日(付

則第13項において「特定日」という。)以後、

当該職員に適用される給料表の給料月額の

うち、第2条第3項の規定により当該職員の属

する職務の級並びに一宮市病院事業職員の

初任給、昇格、昇給等の基準に関する規程(平

成19年一宮市病院事業部管理規程第23号)第

5条から第9条まで並びに第12条第2項、第4

項及び第5項の規定により当該職員の受ける

号給に応じた額に100分の70を乗じて得た額

(当該額に、50円未満の端数を生じたときは

これを切り捨て、50円以上100円未満の端数

を生じたときはこれを100円に切り上げるも

のとする。)とする。 

12 前項の規定は、次に掲げる職員には適用し

ない。 

(1) 臨時的に任用される職員その他の法律

により任期を定めて任用される職員及び

非常勤職員 

(2) 地方公務員法の一部を改正する法律の

施行に伴う関係条例の整理に関する条例

(令和4年一宮市条例第33号)による改正

前の一宮市病院事業職員の定年等に関す



る条例(平成19年一宮市条例第34号)第2

条ただし書に規定する職員 

(3) 一宮市職員の定年等に関する条例(昭

和59年一宮市条例第3号)第9条第1項又は

第2項の規定により法第28条の2第1項に

規定する異動期間(同条例第9条第1項又

は第2項の規定により延長された期間を

含む。)を延長された同条例第6条に規定

する職を占める職員 

(4) 一宮市職員の定年等に関する条例第4

条第1項又は第2項の規定により勤務して

いる職員(同条例第2条に規定する定年退

職日において前項の規定が適用されてい

た職員を除く。) 

13 法第28条の2第4項に規定する他の職への

降任等をされた職員であって、当該他の職へ

の降任等をされた日(以下この項及び付則第

15項において「異動日」という。)の前日か

ら引き続き同一の給料表の適用を受ける職

員のうち、特定日に付則第11項の規定により

当該職員の受ける給料月額(以下この項にお

いて「特定日給料月額」という。)が異動日

の前日に当該職員が受けていた給料月額に1

00分の70を乗じて得た額(当該額に、50円未

満の端数を生じたときはこれを切り捨て、5

0円以上100円未満の端数を生じたときはこ

れを100円に切り上げるものとする。以下こ

の項において「基礎給料月額」という。)に

達しないこととなる職員(管理者が別に定め

る職員を除く。)には、当分の間、特定日以

後、付則第11項の規定により当該職員の受け

る給料月額のほか、基礎給料月額と特定日給

料月額との差額に相当する額を給料として

支給する。 

14 前項の規定による給料の額と当該給料を

支給される職員の受ける給料月額との合計

額が第2条第3項の規定により当該職員の属

する職務の級における最高の号給の給料月

額を超える場合における前項の規定の適用

については、同項中「基礎給料月額と特定日



給料月額」とあるのは、「第2条第3項の規定

により当該職員の属する職務の級における

最高の号給の給料月額と当該職員の受ける

給料月額」とする。 

15 異動日の前日から引き続き給料表の適用

を受ける職員(付則第11項の規定の適用を受

ける職員に限り、付則第13項に規定する職員

を除く。)であって、同項の規定による給料

を支給される職員との権衡上必要があると

認められる職員には、当分の間、当該職員の

受ける給料月額のほか、管理者が別に定める

ところにより、付則第13項及び第14項の規定

に準じて算出した額を給料として支給する。

16 付則第13項又は前項の規定による給料を

支給される職員以外の付則第11項の規定の

適用を受ける職員であって、任用の事情を考

慮して当該給料を支給される職員との権衡

上必要があると認められる職員には、当分の

間、当該職員の受ける給料月額のほか、管理

者が別に定めるところにより、前3項の規定

に準じて算出した額を給料として支給する。

 17 付則第11項から前項までに定めるものの

ほか、付則第11項の規定による給料月額、付

則第13項の規定による給料その他付則第11

項から前項までの規定の施行に関し必要な

事項は、管理者が別に定める。 

備考 改正箇所は、下線が引かれた部分である。 

付 則 

(施行期日) 

1 この規程は、令和6年4月1日から施行する。 

(経過措置) 

2 暫定再任用職員(地方公務員法の一部を改正する法律(令和3年法律第63号。以下「令和3

年改正法」という。)附則第4条第1項若しくは第2項又は第6条第1項若しくは第2項の規定

により採用された職員をいう。ただし、この項においては、令和3年改正法による改正後

の地方公務員法(昭和25年法律第261号)第22条の4第1項に規定する短時間勤務の職(以下

「暫定再任用短時間勤務職員」という。)を除く。)の給料月額は、当該暫定再任用職員

が定年前再任用短時間勤務職員であるものとした場合に適用される一宮市病院事業職員

の給与の支給等に関する規程第2条第1項に規定する給料表の定年前再任用短時間勤務職



員の項に掲げる給料月額のうち、同規程第2条第3項の規定により当該暫定再任用職員の

属する職務の級に応じた額とする。 

3 暫定再任用短時間勤務職員の給料月額は、当該暫定再任用短時間勤務職員が定年前再任

用短時間勤務職員であるものとした場合に適用される一宮市病院事業職員の給与の支給

等に関する規程第2条第1項に規定する給料表の定年前再任用短時間勤務職員の項に掲げ

る給料月額のうち、同規程第2条第3項の規定により当該暫定再任用短時間勤務職員の属

する職務の級に応じた額に、一宮市病院事業職員就業規則(平成19年一宮市病院事業部管

理規程第11号)第15条の2の規定により定められた当該暫定再任用短時間勤務職員の勤務

時間を同規程第16条第1項に規定する勤務時間で除して得た数を乗じて得た額とする。 

4 暫定再任用短時間勤務職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、一宮市病院事

業職員の給与の支給等に関する規程第7条第3項の規定を適用する。 

5 暫定再任用職員は、定年前再任用短時間勤務職員とみなして、一宮市病院事業職員の給

与の支給等に関する規程第12条第2項の規定を適用する。 

6 一宮市病院事業職員の給与の種類及び基準に関する条例(平成19年一宮市条例第35号)

第6条及び第8条、一宮市病院事業職員の給与の支給等に関する規程第5条及び第6条第2

項並びに一宮市病院事業職員の初任給、昇格、昇給等の基準に関する規程(平成19年一宮

市病院事業部管理規程第23号)第5条から第9条まで及び第12条第2項から第7項までの規

定は、暫定再任用職員には適用しない。 

7 第2項から前項までに定めるもののほか、暫定再任用職員に関し必要な事項は管理者が

別に定める。 


